愛知県知多市におけるひきこもりの現状と支援策の検討 by 宇都宮 みのり & Minori UTSUNOMIYA
1愛知県知多市におけるひきこもりの現状と支援策の検討
宇都宮　みのり
Ⅰ　はじめに
　ひきこもりは「様々な要因の結果として社会的参加
（義務教育を含む就学、非常勤職を含む就労、家庭外で
の交遊など）を回避し、原則的には６か月以上にわたっ
て概ね家庭にとどまり続けている状態（他者と交わらな
い形での外出をしていてもよい）を指す現象概念」（内
閣府 2010）と定義される。2010年に内閣府の調査研究
班は、日本に69.6万人のひきこもりがいると推計した
（内閣府 2010）。ひきこもりは、挫折体験・性格傾向・
家族関係・社会環境等による複雑な要因によって引き起
こされ、本人の意思で離脱することが困難な場合が多い
（斎藤 1998）。また、ひきこもりの約８割は何らかの精
神障害として診断可能とする研究（近藤 2013）もあり、
未治療の精神疾患や発達障害がある可能性もある。孤立
した生活が長期化すれば様々な病理や二次障害を引き起
こし（齊藤 2010）、対人恐怖、不眠、家庭内暴力、自殺
未遂などにつながっていくこともあり得る。ひきこもり
は、精神疾患、発達障害などの基礎疾患があれば医療や
福祉サービスにつながることができるが、そうでない場
合、支援が届かない可能性が高い。また支援を要する対
象者の年齢や生活課題の違いから、一つの支援機関・支
援団体がすべての年齢に等しい濃度で対応することは困
難で、ライフステージに対応した対応が求められる（竹
中 2014）。社会的孤立から成長・発達の機会が奪われる
ことを予防するために、また将来的な生活困窮や生活破
たんを予防するために、早期介入・予防的対応が重要な
課題となっている。
　本論考では、2014年に愛知県知多市において「知多
市青少年居場所づくり実行委員会（知多市社会福祉協議
会・若者応援隊まなざし・不登校の明日を考える会トゥ
モローネットの３者共同体）」が実施した「若者の意識
及び市民の若者に対する意識調査」の結果から、ひきこ
もりによる生活困難を明らかにし、支援策を検討した
い。なお、本調査の統計は公表されている（知多市青少
年居場所づくり事業実行委員会 2015）。本論考は、ひき
こもりの生活困難に焦点を当て、統計を再処理し、適宜
内閣府が実施した「若者の意識に関する調査（ひきこも
りに関する実態調査）」（以下、内閣府調査）と比較しつ
つ、分析を加えたものである。分析は、河村康英（知多
市社会福祉協議会）、山口尚男（知多市社会福祉協議会）、
竹中哲夫（日本福祉大学心理臨床相談室）、水野信義
（心療クリニックパティオちた）、近藤菊久枝（現・春日
井保健所）とともに、日本社会福祉学会の「研究倫理指
針」に則って進められた。
Ⅱ　調査の概要
１．調査内容
　今回分析対象とする調査の名称は、「若者の意識及び
市民の若者に対する意識調査」である。同調査の設計は
「知多市青少年居場所づくり実行委員会（知多市社会福
祉協議会・若者応援隊まなざし・不登校の明日を考える
会トゥモローネットの３者共同体）」によって行われた。
同調査目的は２点ある。１点目は、困難を抱える若者の
実態及び市民の若者に対する意識の把握のため、２点目
は、今後の子ども・若者支援の取組みの基礎資料とする
ためである。
　上記目的を達成するために調査項目は、若者の意識に
関する把握に必要な項目として「基本属性」「学校に関
すること」「仕事に関すること」「ふだんの活動に関する
こと」「ひきこもり状態に関すること」「相談機関に関す
ること」「自分についてあてはまること」「家庭の状況に
ついて」「悩みごとの相談に関すること」に関する28問
表１　性・年齢別回収結果
性・年齢 標本数 回収数 回収率 性・年齢 標本数 回収数 回収率
男
性
15‒19歳 147 35 23.8％
女
性
15‒19歳 149 59 39.6％
20‒24歳 141 30 21.3％ 20‒24歳 144 41 28.5％
25‒29歳 144 25 17.4％ 25‒29歳 143 48 33.6％
30‒34歳 143 41 28.7％ 30‒34歳 140 65 46.4％
35‒39歳 144 38 26.4％ 35‒39歳 140 75 53.6％
40‒44歳 142 33 23.2％ 40‒44歳 142 70 49.3％
45‒49歳 139 41 29.5％ 45‒49歳 142 69 48.6％
計 1,000 243 24.3％ 計 1,000 427 42.7％
表２　内閣府および他の自治体との比較
項目 知多市 内閣府 豊中市 横浜市
標本数 2,000人 5,000人 4,819人 3,000人
対象年齢 15‒49歳 15‒39歳 15‒39歳 15‒39歳
回収数
（回収率）
675人
（33.8％）
3,287人
（65.7％）
1,845人
（38.3％）
1,386人
（46.2％）
ひきこもり群の出現率 1.04％ 1.79％ 2.01％ 0.72％
ひきこもり親和群の出現率 5.48％ 3.99％ 5.04％ 4.55％
実施時期 2014年９月 2010年２月 2010年11月 2012年８月
 作成：山口尚男（知多市社会福祉協議会）2015年３月
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である。また市民の若者に対する意識把握に必要な項目
として、「自立した若者の条件」「ひきこもりと思われる
人の周囲の状況に関すること」「ひきこもりの背景や考
え、社会的な支援に関すること」「子ども・若者の支援
に関すること」「地域社会に求められる役割に関するこ
と」「自由意見」の６問である。
２．調査設計
　１） 調査地域および対象： 愛知県知多市内に居住する
満15歳から満49歳の者
　２）調査方法：郵送調査による配布・回収
　３）調査期間：2014年９月12日から10月12日
　４）対象者数：2,000人
　５）標本抽出方法：無作為抽出法（層化抽出法）
　　⑴　 第１次抽出：市内在住の満15歳から49歳の者
を抽出
　　⑵　 第２次抽出：男女各1,000人を５歳毎に等間隔
で抽出
３．回収結果
　１）有効回収数（率）：675人（33.75％）
　２）調査不能数（率）：1,325人（66.25％）　
　　　（内訳：住所不明５人、回答辞退1,320人）
４．性・年齢別回収結果（表１）
Ⅲ　調査結果
１．ひきこもりの定義およびひきこもりの出現率
　ひきこもり群、ひきこもり親和群、一般群を、内閣府
調査による定義を準用したところ、出現率は以下のよう
になった。
　１）ひきこもり群：「ふだんどのくらい外出しますか」
の問いに対して、「ふだんは家にいるが、自分の趣
味に関する用事のときだけ外出する」「ふだんは家
にいるが、近所のコンビニなどには出かける」「自
室からは出るが家からはでない」「自室からほとん
ど出ない」のいずれかにあてはまる者で、かつ「現
在の状態となってどのくらい経ちますか」について
６か月以上と回答した者であって、「現在の状態に
なったきっかけ」に関する問いに「病気」「妊娠」
を選択した者あるいは「その他」を選択して自宅で
仕事をしている旨や出産・育児をしている旨を記入
した者および「ふだん自宅でしていること」に「家
事・育児」を選択した者を除いた者。
　　⑴　該当者　７人（男性５人、女性２人）1）
　　⑵　出現率（有効回答に占める割合）：1.04％
　２）ひきこもり親和群：「家や自室に閉じこもってい
て外に出ない人たちの気持ちがわかる」「自分の家
や自室に閉じこもりたいと思うことがある」「嫌な
できごとがあると外に出たくなくなる」「理由があ
るなら家や自室に閉じこもるのも仕方ないと思う」
表３　本調査におけるひきこもりの分類
内閣府の定義を準用した分類 知多市の調査分析の分類
ひきこもり群 ７人
ひきこもりＡ群 ７人
ひきこもりＢ群 11人
ひきこもり親和群 37人 →ひきこもりＢ群該当者3人 ひきこもり親和群 34人
一般群 629人 →ひきこもりＢ群該当者8人 一般群 621人
どの群にも属さない人 ２人 どの群にも属さない人 ２人
合計 675人 合計 675人
 作成：同上
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の４項目がすべて「はい」または１項目のみ「どち
らかと言えばはい」と答えた者のうちからひきこも
り群を除いた者。
　　⑴　該当者　37人（ 男性15人、女性21人、無回答１人）
　　⑵　出現率（有効回答に占める割合）：5.48％
　３）一般群：回答者全体から「ひきこもり群」「ひき
こもり親和群」を除いた者で、「家や自室に閉じこ
もっていて外に出ない人たちの気持ちがわかる」
「自分の家や自室に閉じこもりたいと思うことがあ
る」「嫌なできごとがあると外に出たくなくなる」
「理由があるなら家や自室に閉じこもるのも仕方な
いと思う」の４項目すべてに回答した者。
　　⑴　該当者　629人
　　⑵　出現率（有効回答に占める割合）：93.2％
２．本調査におけるひきこもりＡ・Ｂ群の定義および出
現率（表３）
　本調査では、ひきこもり群をＡ群とＢ群に分類した。
Ａ群は内閣府が定義するひきこもり群のことである。そ
してＡ群で除いた「統合失調症や身体的な病気・育児・
妊娠等」を理由としたひきこもりをＢ群と設定した。そ
の理由はひきこもりという生活困難さに着目する時に、
疾病や障害、家事・育児を除くことは合理的ではないと
考えるからである。なお、本論考では、ひきこもり親和
群の分析は行っていない。ひきこもりＡ・Ｂ群と、一般
群を比較することでそれぞれの特徴を見出す。
３．調査結果
　１）基本情報（表４）
　ひきこもりＡ群は男性に多く（71.4％）、40歳代が
57.2％である。１人暮らしをしている人は一人もおらず、
２人暮らし（本人未婚で母親と）が57.1％と多かった。
ひきこもりになった年齢は20～30歳代が85.7％を占め、
ひきこもり期間は７年以上が57.1％、５年以上が85.7％
を占める。ひきこもりのきっかけは就職活動の経験や職
場になじめなかったことが約３割を占め、不登校や高校
になじめなかったことを理由とする人は少なかった。
「ふだんはテレビを見る」が85.7％、「本、漫画を読む」
「インターネットをする」が42.9％であるが、テレビや
本、マンガ、インターネットについては一般群との有意
差はみられなかった。一般群との有意差がみられたの
は、「家事・育児をする」という項目に「いいえ」と
100％が回答したところである。家族での共同生活に協
力的ではない姿が見いだせる。
　ひきこもりＢ群は女性に多い（81.8％）。ひきこもり
開始年齢は20～30歳代が多い（81.8％）ことはＡ群と変
わらないが、40歳代から始まる事例も見られる。きっ
かけは、病気が36.4％、妊娠が18.2％である点がＡ群と
異なる。ひきこもり期間は６か月から１年未満が36.4％
である一方、５年以上が45.5％、うち７年以上が36.4％
もある。ひきこもりＢ群の職業は「専業主婦、主夫」が
36.4％である。「無職」と合わせて72.8％の人は家にい
ることになる。普段自宅でしていることは「家事・育
児」が81.8％で一般群との有意差がみられた。家事・育
児はするが外出して社会的交流をすることは困難となっ
ている。
　ひきこもりはどの年齢層にも存在し、特に40歳代の
年長者が半数を占めていることから高年齢化傾向をみる
ことができる。また、今回新たにＢ群を設定したこと
で、これまでひきこもり支援の対象として捉えられてこ
なかった出産・育児を理由として社会との関係を避ける
女性が存在するという新たな課題が発見された。ひきこ
もりの対象を、従来言われていた狭義のひきこもりから
40歳以降の年長者、さらにいわゆる「主婦層」にまで
拡大する必要があることがわかった。
　２）小中学校時代の家庭での経験（表５）
　ひきこもりＡ群は、「何でも自分で決めて家族に相談
することはなかった」「将来の職業などを親に決められ
た」と回答する人の割合が一般群よりも有意に高い。た
だし「親との関係がよくなかった」「親から虐待を受け
た」と答えたのは０％で、小中学校時代の家族関係は予
想よりも良好であると捉える人が多い。それに対してひ
きこもりＢ群は、「習い事等をしていない」「我慢をする
ことが多かった」「親と死別した」ことが一般群と比べ
表４　ひきこもりＡ／Ｂ群および一般群に関する基本情報
項　　　目
ひきこもりＡ群
に占める割合
ひきこもりＢ群
に占める割合
一般群に占める
割合
性別
男 71.4％ 9.1％ 35.9％
女 28.6％ 81.8％ 63.8％
無回答 0.0％ 9.1％ 0.3％
年齢
15‒19歳 0.0％ 0.0％ 14.5％
20‒29歳 28.6％ 27.3％ 20.2％
30‒39歳 0.0％ 27.3％ 32.7％
40‒49歳 57.2％ 45.5％ 32.2％
無回答 14.3％ 0.0％ 0.3％
同居人数
単身 0.0％ 0.0％ 5.6％
２人 57.1％ 27.3％ 13.8％
３人 28.6％ 36.4％ 23.5％
４人以上 14.3％ 36.4％ 57.1％
ひきこもりはじめた年齢
15‒19歳 0.0％ 9.1％
20‒29歳 57.1％ 45.5％
30‒39歳 28.6％ 36.4％
40‒49歳 0.0％ 9.1％
無回答 14.3％ 0.0％
（平均年齢） （27.7歳） （29.2歳）
ひきこもりになってからの年数
６か月～１年未満 14.3％ 36.4％
１年～５年未満 0.0％ 18.2％
５年～７年未満 28.6％ 9.1％
７年以上 57.1％ 36.1％
ひきこもりのきっかけ
病気 14.3％ 36.4％
就職活動がうまくい
かない
14.3％ 9.1％
職場になじめず 14.3％ 9.1％
不登校 14.3％ 0.0％
高校になじめず 14.3％ 0.0％
妊娠 0.0％ 18.2％
人間関係がうまくい
かず
0.0％ 9.1％
大学になじめず 0.0％ 0.0％
受験に失敗した 0.0％ 0.0％
介護の必要 0.0％ 0.0％
その他 28.6％ 45.5％
現在の生活
（一般群との有意差）
テレビを見る 85.7％
36.4％
（＜0.001）
インターネット 42.9％ 45.5％
本を読む 42.9％ 18.2％
漫画を読む 42.9％ 18.2％
新聞を読む 28.6％ 0.0％
雑誌を読む 14.3％ 9.1％
ゲームをする 14.3％ 27.3％
仕事をする 14.3％ 0.0％
何もしていない 14.3％ 0.0％
ラジオを聴く 0.0％ 0.0％
勉強をする 0.0％ 9.1％
家事・育児をする
0.0％
（＜0.05）
81.8％
（＜0.001）
その他 14.3％ 9.1％
無回答 14.3％ 9.1％
自分自身、または家族にひきこも
り状態の人がいる
いる 0.0％ 36.4％
いない 100.0％ 63.6％
注１：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問1、2、4、15、18、19、20、30の回答結果による。
注２：有意確率分析は近藤菊久枝による。χ二乗計算（５以下の数値が含まれる場合イエーツ補正式）により検定。以下同じ。
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表５　小中学校時代の家庭での経験
項　　　目
ひきこもりＡ群 ひきこもりＢ群 一般群
Ａ群に占める割合
（一般群との有意差）
Ｂ群に占める割合
（一般群との有意差） 一般群に占める割合
親はしつけが厳しかった 42.9％ 45.5％ 30.0％
何でも自分一人で決めて、家族に相談すること
はなかった
42.9％
（＜0.05）
18.2％ 12.6％
将来の職業などを親に決められた
42.9％
（＜0.001）
9.1％ 1.9％
小さい頃から習い事やスポーツ活動に参加して
いた
42.9％
18.2％
（＜0.05）
57.0％
我慢をすることが多かった 28.6％
45.5％
（＜0.01）
12.7％
親とは何でも話すことができた 28.6％ 27.3％ 37.5％
親が過干渉であった 14.3％ 18.2％ 5.8％
あてはまるものはない 14.3％ 0.0％ 5.3％
家族に相談しても、あまり役に立たなかった 14.3％ 18.2％ 8.2％
親は学校の成績を重視していた 14.3％ 9.1％ 12.7％
両親の関係がよくなかった 14.3％ 18.2％ 9.0％
引越しや転校をした 14.3％ 9.1％ 16.1％
困ったときは、親は親身に助言をしてくれた 0.0％ 36.4％ 44.0％
親と自分との関係がよくなかった 0.0％ 36.4％ 6.6％
大きな病気をした 0.0％ 0.0％ 2.4％
家からほとんど出ない状態が半年以上続いた
0.0％
（＜0.001）
0.0％
（＜0.001）
0.2％
両親が離婚した 0.0％ 0.0％ 4.5％
親と死別した 0.0％
18.2％
（＜0.001）
1.6%
親から虐待を受けた
0.0％
（＜0.05）
9.1％ 0.8％
親が過保護であった 0.0％ 9.1％ 4.7％
経済的に苦しい生活を送った 0.0％ 0.0％ 4.0%
注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問９の回答結果による。
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て有意に高い。「親のしつけが厳しく」「親との関係はよ
くなかった」も多い回答となっている。子ども時代の家
族関係に何らかの抑圧を感じている人が多い結果とな
り、Ａ群とＢ群の違いは主に家族関係に現れた。
　３）小中学校時代の学校での経験（表６）
　ひきこもりＡ・Ｂ群ともに不登校を経験した人はいな
かった（内閣府調査では23.7％）。ただし、不登校とし
て顕在化していなくても学校時代に潜在的な問題を抱え
ている。「我慢をすることが多かった」「学校の勉強につ
いていけなかった」「人と話したり一緒に行動したりす
るのが苦手であった」の３点は、一般群よりも有意に高
い傾向がみとめられた。「学校の勉強についていけな
かった」子どもが多いことは、発達障害や学習障害が見
過ごされ、適切な対応がされていなかった可能性も推測
できる。
　４）現在の悩みごと・困りごと、家族との関係、働い
ていない理由（表７・図１）
　ひきこもりＡ群は、現在「家族関係」（42.9％）、「身
体的な不調」（42.9％）に悩んでいる人が一般群に比べ
て有意に多い。「私たち家族は、仲が良いと思う」の回
答は0.0％で、一般群と有意に差があった。前述の小中
学校時代の家庭に対する思いと現在の思いが違ってきて
いるのは、ひきこもりによって関係悪化したことが疑わ
れる。ひきこもりＢ群は、「身体的な不調」（54.5％）、
「精神的な不調」（45.5％）に悩んでいる。働いていない
理由について、Ａ群は多様だが、Ｂ群は身体的・精神的
な病気や不安をあげる人が多い。
　ひきこもりによるいわゆる「二次障害」としての家族
関係の悪化、「容姿」も含め身体的・精神的不調に対す
る介入が長期化予防のために必要となる。現実的には目
の前で起こっている困りごとについての相談にのってい
くことになろう。
表６　小中学校時代の学校での経験
項　　　目 Ａ群に占める割合（一般群との有意差）
Ｂ群に占める割合
（一般群との有意差） 一般群に占める割合
友達とよく話した 57.1％ 72.7％ 84.4％
仲の良い人が何人かいた 57.1％ 90.9％ 83.7％
友達にいじめられた 57.1％ 45.5％ 29.0％
我慢をすることが多かった
57.1％
（＜0.05）
27.3％ 17.7％
学校の勉強についていけなかった
42.9％
（＜0.05）
36.4％
（＜0.05）
9.8％
人と話したり一緒に行動したりするのが苦手で
あった
42.9％
（＜0.005）
18.2％ 7.1％
集団の中で過ごすことが苦手であった 28.6％ 27.3％ 10.5％
親友がいた 28.6％ 72.7％ 66.2％
一人でいる方が楽だった 28.6％ 9.1％ 7.4％
友達をいじめた 28.6％ 9.1％ 15.1％
周囲のことは気にならなかった 14.3％ 0.0％ 7.9％
教師との関係がうまくいかなかった 14.3％ 9.1％ 9.2％
学校に良い思い出がない 14.3％ 9.1％ 7.9％
不登校を経験した 0.0％ 0.0％ 2.9％
いじめを見て見ぬふりをした 0.0％ 36.4％ 22.2％
注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問８の回答結果による。
6
社会福祉研究　第17巻
　５）現在の状況についての相談（図２、３、４）
　ひきこもり状況について「相談したいと考えている
か」どうかを尋ねると、Ａ群は「思わない」人が
57.1％、Ｂ群は81.8％となった。相談した経験があるの
はＡ群で14.3％、Ｂ群で36.4％であり、相談につながっ
ても長続きしないというパターンがみられる。その「相
談機関に相談したくない理由」については、無回答ある
いはあてはまるものがないという回答が占める。しかし
「どのような機関なら相談したいか」を尋ねるといくつ
かの回答があった。両群とも「自宅から近い」を挙げ
る。外出にかかる負担が少ないことを重要視する傾向に
あった。また、両群とも、「親身に聴いてくれる」「医学
的助言をくれる」「同じ悩みを持つ人と出会える」とい
う、家族以外に自分を理解してくれる者との関わりを期
待していた。
　６）性格など（表８）
　「自分自身に当てはまることとして」、両群とも「自分
の生活のことで人から干渉されたくない」と100％の人
が考えている。Ａ群にみられる有意な特徴は「自分は独
自で特別な存在だと思っているが、普通の人にはなかな
か理解されない」が57.1％もあったことである。Ｂ群に
みられる有意な特徴は、「たとえ親であっても自分のや
りたいことに口出ししないで欲しい」し、「初対面の人
とすぐに会話ができる自信がある」と考える一方、「自
分の感情を表に出すのが苦手」「嫌なことがあると外に
出たくなくなる」「理由があるなら家や自室に閉じこも
るのも仕方がない」とあきらめてしまうところにある。
　７）自立の条件について（表９）
　「あなたが重要視する自立した若者の条件」に関する
質問では、ひきこもりＡ群、Ｂ群および一般群の間に明
確な違いが出た。一般群が「親から経済的に自立してい
ること」（49.4％）、「自分のことは自分で決めて行動で
きること」（40.3％）を挙げる中、Ａ群は、「あいさつが
できること」が71.4％と有意に高く、Ｂ群は、「身の回
りのことができること」が63.6％と有意に高かった。Ａ
群にとって「あいさつ」は、経済的自立や集団のルール
を守ること以上に重要な条件となっている。Ａ群の社会
性や社会的スキルは低いと言えるかもしれない。あるい
はあいさつができないから外に出られないと自らの社会
性のハードルをあげていることが推測できる。Ｂ群の自
立概念もやはり社会性や社会的スキルが低い自立概念と
言えるが、「親から経済的に自立していること」「集団の
ルールを守れる」は一般群よりも多いことから、自分に
対する期待と能力の差によって、生きにくさが増してい
ることが推測できる。
　これでは、ひきこもりの人は、「努力をしているのに
わかってもらえない」と感じ、一般群は「なぜ親から自
立しないのか」と突き放すような、意識のギャップが生
じることになる。これらの結果はひきこもりの人に特別
な支援が必要な根拠となろう。特に、長期化予防支援の
際、「あいさつ」「身のまわりのこと」など、その人に合
わせた目標を設定し、ステップバイステップで積み上げ
る支援の根拠となりうる。
表７　現在の悩みごと・困りごと、家族との関係
項　　　目
ひきこもりＡ群 ひきこもりＢ群 一般群
Ａ群に占める割合
（一般群との有意差）
Ｂ群に占める割合
（一般群との有意差） 一般群に占める割合
現在の悩みご
と・困りごと
家族関係
42.9％
（＜0.05）
27.3％ 8.2％
身体的な不調
42.9％
（＜0.05）
36.4％
（＜0.05）
9.5％
なんとなく不安である 28.6％ 27.3％ 12.6％
就職のこと 28.6％ 0.0％ 8.1％
仕事や職場のこと 28.6％ 9.1％ 24.6％
子育てのこと 28.6％ 27.3％ 15.3％
精神的な不調 28.6％
45.5％
（＜0.001）
4.3％
性格のこと 28.6％ 18.2％ 7.6％
容姿のこと 28.6％ 27.3％ 7.7％
環境問題 14.3％ 0.0％ 4.5％
収入や生活費のこと 14.3％ 54.5％ 28.5％
学校での勉強や成績のこと 0.0％ 0.0％ 8.4％
進学のこと 0.0％ 0.0％ 7.7％
友人や仲間との人間関係 0.0％ 9.1％ 7.4％
異性との交際に関すること 0.0％ 0.0％ 6.9％
政治や社会のこと 0.0％ 0.0％ 5.6％
どこにも自分の居場所がない 0.0％ 18.2％ 1.4％
家族の介護のこと 0.0％ 9.1％ 6.4％
特に困っていることや悩みごとはない 14.3％ 36.4％ 28.5％
その他（　　　　） 0.0％ 9.1％ 2.7％
現在の家庭の
状況
私の家庭はあたたかい 28.6％ 36.4％
家族とはよく話をしている 42.9％ 45.5％
私たち家族は仲が良いと思う
0.0％
（＜0.001）
63.6％
家族から十分に愛されていると思う 14.3％ 36.4％
あてはまるものはない 28.6％ 18.2％
注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問24、26の回答結果による。
14.3％
14.3％
14.3％
0.0％
14.3％
14.3％
14.3％
14.3％
0.0％
0.0％
14.3％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
28.9％
36.4％
27.3％
18.2％
18.2％
9.1％
9.1％
9.1％
9.1％
9.1％
9.1％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
精神的な問題・不安があるため
希望する職種に募集がないため
働く意欲がわかないため
どんな仕事につけばいいのか分からないため
知識・能力に自信がないため
人間関係に不安があるため
仕事を探しているが見つからないため
家族の育児・介護等のため
急いで就職する必要がないため
福祉制度（生活保護や年金など）を利用しているため
労働条件・環境に対する不安があるため
資格試験等の準備のため
芸能・芸術などプロを目指して勉強中・修行中であるため
ボランティア・社会貢献活動に参加しているため
独立・開業に向けた準備のため
働く意義が分からないため
家族からの経済的支援があるため
就職活動の方法が分からないため
特に理由はない
非該当
ひきこもり㧭群
ひきこもり㧮群
身体的な病気・怪我のため
図１　働いていない理由　　注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問14の回答結果による。
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ひきこもり状況について相談したいか 相談した経験
ある, 
14.3％
ない, 
85.7％
ひきこもり㧭群
ある, 
36.4％
ない, 
54.5％
無回答, 
・病院・診療所
・社会福祉協議会
ひきこもりB群
・病院・診療所
9.1％
思う, 
14.3％
少し思う, 
28.6％
思わない, 
57.1％
0.0％
思う, 
非常に
ひきこもりA群
思う, 
18.2％
0.0％
少し思う, 
思わない, 
81.8％
ひきこもりB群
0.0％
思う, 
非常に
図２　現在の状況に関する相談について
注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問21、23の回答結果による。
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
14.3％
85.7％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
100.0％
0.0％ 20.0％ 40.0％ 60.0％ 80.0％ 100.0％
自分のことを知られたくない
行っても解決できないと思う
何を聞かれるか不安に思う
相手にうまく話せないと思う
行ったことを人に知られたくない
お金がかかると思う
相談機関が近くにない
あてはまるものはない
無回答
ひきこもり㧭群
ひきこもり㧮群
図３　相談したくない理由
注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問22‒1の回答結果による。
28.6％
14.3％
14.3％
14.3％
14.3％
14.3％
0.0％
0.0％
0.0％
0.0％
28.6％
14.3％
36.4％
27.3％
18.2％
9.1％
9.1％
27.3％
18.2％
27.3％
0.0％
0.0％
27.3％
0.0％
0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％ 30.0％ 35.0％ 40.0％
自宅から近い
親身に聴いてくれる
医学生な助言をくれる
同じ悩みを持つ人と出会える
匿名相談
無料相談
心理学の専門家がいる
精神科医がいる
専問家ではない民間団体
自宅に専門家やボランティアが来る
あてはまるものはない
相談したくない
ひきこもり㧭群
ひきこもり㧮群
図４　相談したいと思う機関の特徴
注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問22の回答結果による。
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表８　自分自身のことに関する回答の一般群との比較（「はい」「どちらかと言えばはい」という回答の割合）
項　　　　目
ひきこもりＡ群 ひきこもりＢ群 一般群
Ａ群に占める割合
（一般群との有意差）
Ｂ群に占める割合
（一般群との有意差） 一般群に占める割合
自分の生活のことで人から干渉されたくない 100.0％ 100.0％ 76.3％
自分の感情を表に出すのが苦手だ
85.7％
（＜0.05）
81.8％
（＜0.05）
40.4％
人との付き合い方が不器用なのではないかと悩む 85.7％ 72.7％ 44.9％
まわりの人ともめごとが起こった時、どうやって解決したら
よいかわからない
71.4％ 63.6％ 40.4％
たとえ親であっても自分のやりたいことに口出ししないでほ
しい
71.4％
100％
（＜0.01）
59.7％
嫌なことがあると外に出たくなくなる 71.4％
72.7％
（＜0.05）
33.5％
理由があるなら家や自室に閉じこもるのも仕方がないと思う 71.4％
90.9％
（＜0.005）
38.8％
私は独自で特別な存在だと思っているが普通の人にはなかな
か理解されない
57.1％
（＜0.01）
18.2％ 13.4％
大事なことを自分一人で決めてしまうのは不安だ 42.9％ 90.9％ 67.0％
大事なことを決めるときは、親や教師の言うことに従わない
と不安だ
42.9％ 36.4％ 67.0％
私は内心特別な才能があると思っている 42.9％ 18.2％ 13.4％
家や自室に閉じこもっていて外に出てこない人たちの気持ち
がわかる
42.9％ 72.7％ 39.1％
自分も、家や自室に閉じこもりたいと思うことがある 28.6％ 54.5％ 25.0％
初対面の人とすぐに会話ができる自信がある 14.9％
45.5％
（＜0.01）
14.2％
注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問25の回答結果による。
表９　あなたが重要視する「自立した若者の条件」（「はい」「どちらかと言えばはい」という回答の割合）
項　　　目
ひきこもりＡ群 ひきこもりＢ群 一般群
Ａ群に占める割合
（一般群との有意差）
Ｂ群に占める割合
（一般群との有意差） 一般群に占める割合
あいさつができる
71.4％
（＜0.05）
36.4％ 22.9％
身の回りのことができる 57.1％
63.6％
（＜0.05）
27.5％
自分のことは自分で決めて行動できる 42.9％ 18.2％ 40.3％
円滑なコミュニケーションがとれる 28.6％ 36.4％ 34.6％
困難やトラブルに対して自分で対処できる 28.6％ 18.2％ 29.0％
親から経済的に自立している 28.6％ 54.5％ 49.4％
将来の目標がある 14.3％ 9.1％ 7.9％
学校や職場等で集団のルールを守れる 14.3％ 45.5％ 36.1％
正規職員として働いている 14.3％ 9.1％ 7.4％
家庭をもっている（結婚、子どもがいる） 14.3％ 0.0％ 3.4％
地域活動やボランティア活動に参加している 0.0％ 0.0％ 0.0％
その他 28.6％ 0.0％ 2.1％
無回答 0.0％ 0.0％ 7.7％
注：「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」（2014.9）の問29の回答結果による。
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Ⅳ．考　察
　2014年に「知多市青少年居場所づくり実行委員会（知
多市社会福祉協議会・若者応援隊まなざし・不登校の明
日を考える会トゥモローネットの３者共同体）」が実施
した「若者の意識及び市民の若者に対する意識調査」の
中から、ひきこもりＡ群およびＢ群を一般群と比較しな
がら、その生活困難さに着目して整理したところ以下の
ことが明らかになった。
　ひきこもりＡ群は、従来言われていた特徴を示した。
男性が約７割で、40歳代が約６割と年長化傾向にあり、
母親との同居が約６割（未婚者が多い）で、20歳代で
ひきこもり始めた人が約６割で、７年以上が約６割を占
める。ひきこもりのきっかけは、仕事の業務が約３割
で、全員が「自分がひきこもりである」とは認識してい
ない。関係機関に相談したことがない人が多い。Ａ群の
生活困難さには、①「自分に対する信頼感のなさ」、②
「人に対する苦手意識」、そして③やりたいことがあるが
不安という「アンビバレントさ」を見出せた。これらの
要素は互いに影響しあい、踏み出そうとする一歩をため
らわせるものとなる。この心情を理解する手がかりとし
て、「小中学校の頃、我慢することが多く、勉強につい
ていけず、集団の中で過ごすことが苦手だった」という
“交流経験の乏しさ” と、「親は厳しく、家族に相談する
ことはなかった」という “解決経験の乏しさ” が見いだ
せた。
　ひきこもりＢ群は、病気や妊娠、子育て等をきっかけ
として６か月以上ひきこもりの状況にある人たちを指
す。内閣府調査では、病気や妊娠、子育て等をきっかけ
とする人をひきこもり統計から外しているが、本調査で
は今後の支援の検討を目的としているため、「困り感」
に着目してＢ群も分析対象とした。今回の調査では特に
出産・育児者のひきこもりの問題を明確にすることがで
きた。ひきこもりＢ群は、女性が約８割、40歳代以降
にひきこもった人もいて、結婚している人が多い。５年
以上が約５割を占める。ひきこもりのきっかけは病気や
妊娠で、幼少期に家庭、学校で我慢する経験をしてい
る。親から干渉されるのを嫌うが、今の自分の家庭には
満足しているようである。初対面の人とすぐに話はでき
る社会的スキルを有するが、嫌なことがあるとひきこも
りたくなる気持ちも強い。現在は身体的・精神的不調か
ら外出できないでいる。
　ひきこもりの問題は、①どの年齢層にも存在するが、
特に40歳代以降の年長者が半数を占めている。高年齢
化傾向にある中で、現在の「子ども若者」を対象とする
支援事業では必要な人に必要な支援が届かない可能性が
ある。②これまでひきこもり支援の対象として捉えられ
てこなかった出産・育児を理由に社会との関係を避ける
女性が存在する。妊娠・子育てをきっかけとする女性の
ひきこもりに関してはこれまでひきこもり支援の対象か
ら除外されている。③子どものころ学校や家庭で不適応
を起こしていなくても、就労や結婚をきっかけにひきこ
もりに至るケースが多い。その場合でも子どものころに
なんらかの苦痛を感じており、発達障害が見逃され、適
切な対応ができていなかった可能性もある。④ひきこも
りによる二次障害（家庭内関係の悪化、身体・精神機能
の障害、容姿のコンプレックスなど）は、一人での脱出
を困難にする。それは家族の生活にも深刻な影響を及ぼ
すことがわかった。⑤一般群とひきこもり群で「自立」
概念に顕著な差があった。ひきこもりの人に社会性が乏
しかった、あるいは乏しくなったとみるばかりでなく、
過去の対人関係の中で自分のスキルが低いと思わされて
いるか、自分で「自立」のハードルを上げて尻込みして
いる状況なども考えられる。この意識下においてさらに
脱出が困難になることが懸念されることが推測できた。
Ⅴ．結　論
　本調査は、ひきこもりの困りごとに着目し、支援を検
討するために行われた。ひきこもりは「個の病理」に限
定される問題ではなく、身体的・心理社会的な複合的要
因によって一人では解決困難な状態に追い込まれた結果
としての現象で、社会の中でその人らしさを発揮する場
と機会が奪われていることが問題であった。その回復過
程には、家族以外の親身になって理解しようとする第三
者の適切な介入が不可欠である。ただし支援の難しさ
は、①ひきこもりは潜在化しているため、一般の人の肯
定的理解を求めにくく政策課題にもなりにくいこと、②
ひきこもりの要因は多様であるため、個別事情に基づく
個別支援が原則であること、③にもかかわらず不信感・
否認感をベースに相談を拒否あるいは継続しにくいこと
にある。
　ひきこもりへの支援は、ライフステージに対応した支
援、①学校や家庭におけるひきこもりを予防する取り組
み、②長期化を予防する取り組み、③将来的生活の破綻
を予防する取り組みというライフステージに対応した３
段階の支援に大きくわけることができる。第１段階のひ
きこもりを予防する支援として、①学校においては「問
題が表面化していないようにみえるが本人は苦痛を感じ
ている児童生徒」への配慮が必要とある。教員だけでな
く SSWとの協働と役割分担が課題であろう。また②家
族支援として、「家族関係が悪化する前」に適切な情報
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提供と家族の孤立予防がポイントとなることがわかっ
た。第２段階の長期化予防支援としては、訪問支援活動
などにより、二次障害としての家族関係の悪化に対する
支援、身体・精神的不調など具体的な困りごとへの対応
が現実的な接点となりうる。特にこれまで見逃されてき
た、ひきこもりがちな主婦層への支援が重要である。第
３段階の生活の破たんを予防する生活的支援としては、
①将来的な経済的支援、②再出発を可能にする仕組みが
考えられる。
　今後の課題として、１点目に自己肯定感を育むための
場と人の重要性をあげることができる。ひきこもりの人
が相談してもよいと思う場は、自宅の近くにある刺激が
少ない場であった。さりげない小さな居場所が、自分の
状況に合わせて選択できるくらいに複数箇所あることが
理想的だろう。また彼らが望む「親身に聞いてくれる
人」とは、自己信頼・他者信頼の低さの背景を理解して
くれる人であり、交流経験や解決経験をともにする人で
あり、奪われた自尊心の回復を支える人であるとわかっ
てきた。２点目に、自己信頼に対する目標設定を挙げる
ことができる。支援目標をどこにおくかを考えることは
重要なポイントである。つまり「何をもってゴールとす
るか」の検討である。ひきこもっている人に対して家族
や支援者は「学校復帰」「職場復帰」「経済的自立」を願
いがちである。しかし「あいさつ」「身の回りのことが
できること」が自立への壁となっているならば、「学校
復帰」「職場復帰」「経済的自立」の目標を掲げても、本
人にとって「現実的な目標」とはなりにくい。人は、
様々な失敗あるいは成功体験を積み重ね、その中から生
きる知恵を学習し社会化する。その適切な機会と場に恵
まれなかったのであれば、回復過程に合わせた段階的現
実的目標（リカバリー）が介入のポイントとなろう。３
点目に複合課題にタイミングよく対応するネットワーク
力を挙げたい。ひきこもりは精神医学や心理研究が先行
してきていた。複合的な要因のもとで生きづらさを抱え
ている人たちの支援を考える上で、医学的側面や心理状
況を理解する必要性は言うまでもないが、地域社会の問
題として、地域の中でいかに理解者を増やし、サポート
体制を整備していくかという視点での検討も不可欠であ
る。学校から就労、結婚から子育て、治療から生活とい
う人生の転機となる局面で、必要な人に必要な支援が届
く体制が求められる時代になっている。それには医療・
保健・福祉の有機的連携が不可欠となる。つまり本人に
対するサポートと彼らを取り巻く生活環境改善への働き
かけである。「ひきこもり傾向×経済的支援」、「ひきこ
もり傾向×子育て支援」というような「複合課題に対
するネットワーク力」が発揮されることが求められるだ
ろう。
Ⅵ．おわりに
　2010年４月に施行された「子ども・若者育成支援推
進法」第19条第１項は、地方公共団体に対し、社会生
活を円滑に営む上での困難を有する子ども・若者に対す
る支援が効果的かつ円滑に実施されるよう、関係機関等
により構成される子ども・若者支援地域協議会の設置に
努めることを求めている。ただし全国約1,800ある自治
体のうち、2015年４月現在、協議会を設置しているの
はわずか82自治体にとどまる（産経ニュース2015.
5.24）。
　愛知県知多市は、社会福祉協議会を中心としてこれま
でに理解啓発、人材育成、居場所事業、訪問支援、家族
サロン、進路・就労支援等を行ってきた。2014年度に
は本論で取り上げた意識調査と並行して、内閣府ユース
アドバイザー養成研修や企業に対するアンケート・聞き
取り調査を実施し、ひきこもりに対する理解者・支援者
を増やす試みを展開した。そしてそれらの成果の一つと
して2015年４月に「知多市若者支援地域協議会」を設
置し、「青少年会館」に若者相談窓口「知多市若者支援
センター」を開設した。これは若者相談窓口を一元化し
たものでグループワーク機能も付加されている。若者支
援に関わる各種公共団体や市民団体が有機的に連携する
協議会の具体的な成果はこれからの課題となるが、設置
から数か月ですでに相談窓口機能やグループワーク機能
は発揮されているようである。
　ひきこもる人たちへの支援は、生存や発達に関する権
利保障を目標として、教育・福祉・保健・医療・雇用等
あらゆる分野の施策を視野に入れる必要がある。実際の
支援活動の方向性は、ひきこもりを含む生きづらさを抱
える人たちが、自分を取り戻し、人生の主体として市民
とともにまちを築き上げるということが目指されること
になるだろう。
謝辞
　アンケート調査にご協力くださった知多市民の皆様に深く感謝い
たします。また、知多市ひきこもり支援ネットワーク推進委員会
（竹中哲夫委員長）、居場所支援者交流会（知多市社会福祉協議会の
横山嗣信氏、若者応援隊まなざしの森本眞鐘代表、精神保健福祉ボ
ランティアあんだんての山本侑江代表、発達障害児ボランティアひ
みつきちの中村善一代表）の皆様から貴重なご意見をいただきまし
た。繰り返しになりますが、本調査分析は、竹内哲夫氏、水野信義
氏、河村康英氏、山口尚男氏とともに行い、統計処理は近藤菊久枝
氏の協力を得ることができました。愛知県立大学の学生（今井あづ
ささん、今井末果さん、大野菜摘さん、那須春菜さん、馬場千里さ
12
社会福祉研究　第17巻
ん、深津有加さん）には本調査結果入力作業の一部を担ってもらい
ました。あわせて感謝いたします。
　本研究の一部は、JSPS科研費15K03931の助成を受けたものです。
注
１） 2014年の研究で、内閣府調査データのクリーニング作業を行っ
て再検証した結果、調査でひきこもり判定を受けた59人のうち
８人をひきこもり群から除外でき、ひきこもり発現率を1.55％
（60万2,039人）、区間推定値を76万642～43万8,036人に修正した
ものがある（井出 2014:186）。同様の作業を知多市調査に行うと、
以下のことが分かった。ひきこもりＡ群の中には、問10「現在
の就業状況」に「勤めている（正社員）」と回答した人が２人含
まれている。この人たちは、問17「外出頻度」という問いに対
して、それぞれ「ふだん家にいるが、自分の趣味に関する用事の
時だけ外出する」、「ふだん家にいるが近所のコンビニなどには出
かける」と回答している。内閣府の定義に照らしたひきこもり群
である可能性があるとすれば、休職中という可能性があるが、問
19「現在の状態になってどのくらいたつか」の問いに「５年から
７年」「７年以上」と答えており、常識的に休職中とは考えにく
い。しかし問21「現在の状態について関係機関に相談したいか」
の問いでは「思う」「少し思う」と選択している。この２人につ
いては、自宅で仕事をしていて外出頻度が極端に少ない人か、
「ふだんは仕事で平日は毎日外出するが、休日は時々外出する」
という人が問17で誤答した可能性も否定できない。ひきこもり
Ｂ群にも「勤めている（正社員）」が１人いる。「ふだん家にいる
が、近所のコンビニなどには出かける、その期間は「６か月から
１年未満」、「医療機関に相談したい」と回答している。この人は
休職中の可能性もある。この３人についてさらなる検証作業が必
要であるが、本分析の目的は、支援の方向性を探ることにあるた
めに、「関係機関に相談したいと思っている」という「困り感」
に着目し、内閣府調査と同様にひきこもり傾向群に含めている。
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